
１ はじめに 

 昨年度の歴史的分野では、事実に関する認識を獲得

する授業と価値に関する認識を形成する授業の方向を

見出す上で非常に価値のある提案があった。事実の定

まっている歴史的分野の授業においても、これから未

知の状況に対応して社会を構想していく力を身に付け

させることを頭に置き、実践を重ねた。昨年度の実践

を次のように確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 昨年度の実践を受けた今年度の方向 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 研究内容 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４ 研究の方途 
（１）単元の構想 
 全体論にあるように、価値に関する認識を形成する
授業は、「結論が定まっていない事象」と捉える。歴史
的分野においては、その内容のほとんどが過去の事象
であるが、それらをどのように考えるのかを生徒たち 
 

に問うことで、「価値に関する認識が表出される」と考
える。そこで、以下のように単元の中に各授業を位置
付ける。 

 授業の種類 位置 

 

 

 

ＳＴＥＰ１ 

○学習する時代の国作りの課題や社会の変

化から単元の課題を作る授業 

○時代の出来事や社会の仕組み 

についての知識を獲得する授業 

単元 

導入 

～ 

中盤 

ＳＴＥＰ２ 

○人物の国作り等に対する営みの 

是非について判断する授業 

○時代相をつかみ、時代を象徴する事象の

是非について判断する授業 

単元 

中盤 

 

 

 

ＳＴＥＰ３ 

○時代の転換点はどこか考え、「よりよい国

にするために何が最も大切 

だったのか（事象の優先順 

位や序列）」を判断する授業 

単元 

中盤 

～ 

単元 

終末 
 
（２）１単位時間の在り方（単元終末の授業を中心に） 
 STEP3 の授業においては、次のような授業展開を
考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
今年度は、STEP3の授業はもちろん、STEP2の授

業も充実させ、価値に関する認識を表出させる授業の

在り方を考えていきたい。 

 

令和７年度 歴史的分野 本年度の研究の方向（案） 

主体的に社会の形成に参画する力を育てる社会科学習 
歴史的分野専門委員長 各務原市立中央中学校 本間 祐一 

(１)全体論参照 

(2)社会の形成に参画する力を育てるための指導方

法の明確化 

①事実に関する認識を獲得する授業のモデルの定着・発展 

②価値に関する認識を形成する授業のモデルの構想・提案 

 →授業後半における、価値に関する認識を表出させる教師

の発問の在り方 

 

事実に関する認識を獲得する授業 
→歴史的事実についての知識や概念を獲得する授

業。★いわゆる「いつもの授業」。 

価値に関する認識を形成する授業（個人の価値形成） 
→知識や概念をもとに、時代相（どんな特色なのか、

何が大切にされた時代なのか）をつかむ授業。 

→その上で、時代の転換点はどこかを把握し、「より

よい日本（他国・地域）にするにはどうすべきだっ

たのか」を選択・判断する授業。 

 ★いわゆる「単元の中核」や「単元終末の授業」 
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授
業 １ 「事実に関する認識を獲得する授業」をこれまで

同様、大切に積み上げる。その学び方を身に付け

させる。 

２ 時代相（概念的知識）をつかむことを通して事象

の是非を判断する場は、価値に関する認識を形成

する場と捉える。そのような判断を問う場を意図的

に単元に位置付け、経験させていく。 

３ 時代の転換点でどうすべきだったかを判断する

授業（主に単元終末）はこれまで通り、可能な単

元に位置付ける。 

 

歴史的分野における価値に関する認識を形成する姿 
（個人における価値形成） 

①課題の設定 

 
          
②考え作り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
              
⑥振り返り 
 

学習活動の流れ 

 

 

江戸幕府の滅亡の最
も大きな要因は何か。 

桜田門外の変で、
幕府の弱体化が明ら

かになった。だから権
威が失われたことが
滅亡の要因だ。 

 

不平等条約を結んだことじゃないか

な。安価な綿織物の産業は大打撃で

不満が高まったから。 

経済の混乱 

 

開港により、日本の金が流出し

た。物価の上昇が幕府への不

満となったはず。 

 

政治への不信 

 
安政の大獄だよ。尊王攘夷による反幕府

の意識を高める結果となったから。 

 

 
一番は、薩長同盟だと思う。西洋式

の軍備は幕府の脅威だったから 

「」 

 

③全体交流 

④判断基準の明確

化 

 

 

軍備の遅れ 

 

 「軍、経済、政治面で外国の脅威にさらされた時

代と言えそうですね。もし、この時代のリーダーとな

ったら、どの面をどのように対処しますか？ 

「軍備の近代化を早く進めるべきだったと思う。 

外国の圧力に屈してしまった根底には、武力があっ

た。欧米のアジア侵略が進んでいることが分かった

段階で、条件の合う国と手を組むべきだったと思う。 

⑤判断基準をもと

にした価値の選択 
（個人における価値形成） 

 


